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問 1 (1) 立方体の 1辺の長さを 2倍にすると、体積は 2×2×2=8倍になる。 

(2) (3) Aの重さを 2、Bの重さを 1、Cの重さを 8として考える（(4)も同様）。 

(4) Aは、てこを右に傾けるはたらきが 2×60 = 120、Bは、てこを左に傾けるはたらきが 1

×40 = 40なので、Aと Bをあわせて、てこを右に傾けるはたらきが 120 - 40 = 80となる。

そこで、C がてこを左に傾けるはたらきが 80 となればよい。よって、C をつるす位置は糸

から左に 80÷8 = 10 (cm)。 

問 2 ① 同じ体積のアルミニウムと銅では、銅のほうが重い（これは経験で知っていてほし

い）。そこから逆に考えて重さが同じならば、銅のほうが体積が小さい。 

②-④ 押しのけた水の重さが大きいほど、浮力のはたらきも大きい。 

⑤ てこのうでの長さが等しいとき、おもりの重さが等しければつりあい、等しくなければ、

重いほうのおもりが下がる。空気中で同じ重さのアルミニウムと銅を水中に入れた場合、浮

力のはたらきによってアルミニウムも銅も軽くなるが、その度合いはアルミニウムのほうが

大きい。そのため、水中ではアルミニウムのほうが軽く、銅のほうが重くなる。 

問 3 問 2 を応用させる問題。4つの中で 1つだけある「ニセモノ」は、体積が他の 3つと

違っている。そのため、空気中では 4つとも重さが等しいけれど、水中では浮力のはたらき

によって「ニセモノ」の重さのみが他の 3つと異なってしまう。実験 2の結果から、水中で

は Iよりも Gが軽く、また Fよりも Gが軽いとわかる。つまり、水中では G、F、Iのうち

Gだけが重さが異なる。よって Gが「ニセモノ」である。 

（参考）浮力のはたらきが押しのけた水の重さに等しいことを「アルキメデスの原理」という。アルキメデスは古代ギリシャの人で、当時

の王冠に金以外の不純物が混ぜられてしまう問題を解決しようと考えているときにこの原理を発見したとされている。 

 

  



２  

問 1 (ア)太陽光は主に空気を温める前に、地面を温める。(イ)やかんではなく、水が温まる

ことに注目する。 

問 2 金属は熱を伝えやすいが、プラスチックは熱を伝えにくい。金属とプラスチックを比

較し、なべやフライパンにおいて、金属とプラスチックがなぜ使い分けられているかを説明

してほしい。 

問 3 (1)針金 Cに立てたつまようじは、加熱を始めてから 10秒後に 2本目が倒れたので、5

本すべてが倒れるのは、10÷2×5＝25（秒後） 

(2) 加熱を始めて 10秒後に、針金 Aは加熱部分から 20cm、針金 Bは 15cm、針金 Cは 10cm

のところのろうがとけると考えられる。そのため、図 2 の針金の左端を加熱すると、18cm

の針金 Aのろうをとかすのに 9秒間、24cmの針金 Bのろうをとかすのに 16秒間、15cmの

針金 C をとかすのに 15 秒間かかり、すべてのろうがとけるのは、合計で 9+16+15=40（秒

後）となる。 

(3) ★の部分の加熱を始めてから 20秒後に、30cmの針金 Bのろうがすべてとける。一方、

30cmの針金 Aのろうは 15秒後にとけているため、20秒後には針金 Cの左端 5cm分のろう

もとけている。これ以降は、針金 Cの残り 25cm分に左右から熱が伝わるため、すべてのろ

うがとけるのは 20＋25÷2＝32.5（秒後） また、最後にろうがとけるのは、針金 Cの左端

から 5＋25÷2＝17.5（cm） 

 

 

 

 

３  

問１ 顕微鏡をセットするとき、落下してくるゴミなどが鏡筒内に入るのを防ぐ意味もあっ

て、接眼レンズを先にセットします。取り外しは、その逆になります。 

問２ 接眼レンズや、対物レンズの取り扱いをしていれば、それぞれの長さについて解答で

きると思います。接眼レンズは、低倍率の方が長く、対物レンズは、高倍率の方が長い。 

問３ 顕微鏡操作の基本問題です。上下左右の逆転像を見ていることになるので、プレパラ

ートの動かし方も移動したい方向の反対側になります。 

問４ 顕微鏡観察における注意点の問題です。直射日光により網膜を痛める可能性と、プレ

パラートの試料が乾燥してしまうことのどちらかが解答してあれば正解です。 

問５ 問題文にある華子さんのノート内容が理解できているかを問う問題です。ノート内容

の 4番と図が理解できれば解答できます。 

問６ 観察結果の表から推察する問題です。●があれば常に豆の色は黄色になります。 

問７ 問題文のノート 7番が理解できれば解答できます。 

  



４ 星の見え方と、地球から見た衛星の見え方について考える問題である。 

問 1 地球の自転が、北極点の上から見て反時計回りなので、地球から北の空を見たときに

も星は反時計回りに動いていくようにみえる。このとき中心にあってほとんど動いていない

ように見えるのがこぐま座の北極星である。地球が球形であるため、北極星の高さは緯度が

高い地域では高い位置に、赤道付近では地平線近くに見える。 

(5) 図2のように星が左下から右上に向かって動いていくように見えるのは東の空の特徴で

ある。教会の奥に東の空が見える位置なので、教会の西側から撮影したことになる。 

 

問 2 ガリレオが自作の望遠鏡で木星の衛星の動きを観察したのは今から 400以上前のこと

である。木星の衛星は小さめの望遠鏡でも簡単に観察することができるので、ぜひ実際に見

てもらいたい。 

 この問題では、軌道を上から見た図をもとに、軌道の真横から見たときの見え方を考える。 

衛星が図 4のように 4つ並んで見えているとき、どの衛星が地球から近いか（または遠いか）

という距離感はつかめない。しかし、衛星の公転周期は短いため、時間をあけて観察すると、

衛星の位置のずれから、軌道上の位置を予測することができる。 

(2)図 8では、左端にＤ、木星の右側にＡの衛星が見える。Ｂは木星の後ろにあるため全く見

ることができない。Ｃは地球からみて木星の手前にあるが、丸い輪郭や、木星の表面にでき

た丸い影としてＣの存在を確認することができる。 

(3)木星の衛星は、木星に近いものほど公転周期が短く、Ａの衛星の公転周期は約 1.8日であ

る。そのため、数時間かけて観察すると、衛星が移動した様子がわかる。図 9では、Ａの衛

星は少しずつ左に、Ｂの衛星は右に移動しており、衛星はすべて反時計回りに公転している

ことから、Ａは公転軌道の奥側、Ｂは手前側を移動していることがわかる。 


